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重世界の矛盾の 2 種類に大きく分類されている O
第 4 章では単一世界矛盾を扱いながら学習者モデル構築するアルゴリズム HSMIS を定式化している。 HSMIS は






















が提案されている o HSMIS は帰納推論を学習者モデル構築の基本アルゴリズムとしそれを仮説推論の枠組の上




(4) さらに ， HSMIS を基にアルゴリズムを拡張し，多重世界による学習者モデル表現とその推論制御機構を定式化
することで，多重世界矛盾をも扱うことができる学習者モデル構築システム THEMIS を設計し完成させている。
本システムでは学習者の知識の矛盾を概念の未分化に基づくものと定式化し，この種類の矛盾に対し概念弁別木の
弁別条件の欠落という形の知識表現を与えている O 本システムは HSMIS を単一世界のモデ‘ル構築サブシステムと
して利用しながら概念弁別木のモデルを更新することにより，学習者の知識の矛盾をモデル化している O 以上のよ
うな分類と定式化により 本システムはモデ、ル表現能力・構築能力共に高いレベルにある学習者モデル構築システ
ムとして完成されている。
以上のように，本論文は，汎用な学習者モデル構築システムの設計方法論，非単調推論に基づく帰納推論アルゴリズ
ムの定式化とその推論制御手法人間がその内部に持つ矛盾の知識表現に関して多くの知見を得ており，情報工学，
特に知識工学の分野に寄与するところが大きし、。
よって本論文は，博士論文として価値あるものと認めるO
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